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1. は じ め に  

河 川 は 古 く か ら 、 人 間 の 生 活 を 支

え る 環 境 を 形 成 し て い る 。 そ の 一 つ

に 、 地 表 に 降 っ た 雨 を 海 や 湖 に 流 す

水 路 と し て の 働 き が あ り 、 異 常 な 豪

雨 の 際 に は 、 大 量 の 水 を 集 め て 流 し

て い る 。 都 市 部 に 形 成 さ れ た 河 川 に

お い て は 、 住 民 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保

す る た め 、 適 切 に 氾 濫 を 抑 え な け れ

ば な ら な い 。  

一 方 で 、河 川 改 修 に 必 要 な 用 地 は 、

多 く の 地 権 者 の 理 解 と 協 力 が 必 要 で

あ り 、 そ れ に 応 じ て 解 決 に 時 間 を 要

す る こ と が 非 常 に 多 く な っ て い る 。

こ の よ う な 状 況 の 中 で は 、 部 分 的 に

買 収 し た 用 地 を 有 効 利 用 し な が ら 、

適 宜 、 暫 定 対 策 を 行 う 場 合 が あ る 。  

 こ こ で は 、 そ の 一 例 と し て 、 河 川

中 流 部 に お い て 、 用 地 買 収 さ れ た 区

域 を 有 効 利 用 し た 暫 定 対 策 の 効 果 と

そ の 影 響 に つ い て 報 告 す る 。  

 

2. 設 計 概 要  

写 真 -1 に 示

す よ う に 、 現

河 川 は 両 岸 共

に ブ ロ ッ ク 積

擁 壁 で 整 備 さ

れ て お り 、  

左 岸 の 高 さ

は H=3.5m、右 岸 の 高 さ は H=2.8m と な

っ て い た 。河 床 幅 は B=4.0m で 、コ ン

ク リ ー ト が 打 設 さ れ て お り 、 い わ ゆ

る 三 面 張 構 造 と な っ て い た 。 既 往 資

料 に よ り 、昭 和 62 年 頃 に は 現 在 の 状

態 に 整 備 さ れ て い る こ と が 確 認 で き

た 。当 時 の 設 計 は 、経 済 性 や 効 率 性 、

機 能 性 に 重 点 を 置 い て い た こ と が 伺

わ れ る 。 し か し 、 近 年 の 都 市 化 に よ

り 、 流 下 能 力 が 不 足 し て い る た め 、

降 雨 時 に 、 度 々 、 氾 濫 す る 等 、 治 水

安 全 度 が 低 下

し て い る こ と

か ら 、 河 川 改

修 が 予 定 さ れ

て い た 。写

真 -2 に 、

現 河 川 に

お け る 氾 濫 の 状 況 を 示 す 。  

改 修 方 法 は 、現 況 河 床 よ り 50cm 程

度 、 掘 り 込 み 、 周 辺 の 土 地 利 用 状 況

を 勘 案 し 、 両 岸 、 あ る い は 、 片 岸 に

拡 幅 す る 計 画 と な っ て い た 。  

暫 定 対 策 を 実 施 す る 区 間 (以 下 、対

象 区 間 と い う )の 概 要 を 、図 -1 に 示 す 。

国 道 を 含 む 上 流 側 は 、 一 部 の 用 地 に

つ い て は 買 収 が 終 了 し て い る も の の 、

右 岸 を 主 体 に 住 宅 や 店 舗 が 連 な っ て

お り 、 速 や か な 買 収 が 困 難 な 状 況 に

な っ て い た (以 下 、 暫 定 区 間 ① と い

う )。し か し な が ら 、そ の 上 流 右 岸 側

の 土 地 利 用 は 、 耕 地 と し て の 利 用 が

写 真 -1 現 河 川 の 状 況  

写 真 -2 現 河 川 の 氾 濫 状 況  

流 向  

流 向  



 

図 -2 一次元解析の結果(現況河川) 

図 -3 二次元解析の結果(現況河川) 

大 部 分 を 占 め て お り 、 河 川 用 地 と し

て の 取 得 が 円 滑 に 実 施 さ れ た (以 下 、

暫 定 区 間 ② と い う )。写 真 -3 に 暫 定 区

間 ① の 土 地 利 用 状 況 を 、 写 真 -4 に 暫

定 区 間 ② に お け る 土 地 利 用 状 況 を 示

す 。  
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当 該 業 務 で は 、対 象 区 間 に お い て 、

効 果 的 な 暫 定 対 策 を 検 討 す る と と も

に 、 そ の 影 響 を 定 量 的 に 評 価 す る こ

と が 目 的 で あ っ た 。  

 

3. 現 況 河 川 の 治 水 安 全 度  

3.1 解 析 手 法 の 概 要 お よ び そ の 結 果  

 現 況 河 川 の 治 水 安 全 度 の 評 価 の た

め に 、 一 次 元 お よ び 二 次 元 に よ る 解

析 を 行 っ た 。 解 析 手 法 の 概 要 お よ び

そ の 結 果 は 次 の と お り で あ る 。  

(1)一 次 元 解 析  

一 次 元 解 析 と は 、 河 川 の 流 れ を 縦

断 方 向 に 一 次 元 に と ら え 、 水 理 量 の

縦 断 方 向 の 変 化 を 解 析 す る も の で あ

り 、 計 算 手 法 は ｢不 等 流 計 算 ｣を 用 い

た 。 不 等 流 計 算 は 、 流 量 が 時 間 的 に

変 動 し な い こ と を 前 提 に し て い る 。

解 析 に 必 要 な イ ン プ ッ ト デ ー タ は 、

流 量 、河 道 形 状 、粗 度 係 数 等 が あ る 。

図 -2 に 一 次 元 解 析 の 結 果 を 示 す 。  

 こ れ は 、 流 下 能 力 図 と も 呼 ば れ て

お り 、横 軸

に 河 口 か

ら の 距 離 、

縦 軸 に は

そ の 地 点

に お け る

流 下 能

力 を 表

し て い る 。  

(2)二 次 元 解 析  

二 次 元 解 析 は 、 一 次 元 解 析 の 場 合

に 比 べ 、 よ り 精 度 の 高 い 計 算 手 法 で

あ り 、 洪 水 越 水 等 に 伴 う 氾 濫 水 の 挙

動 、氾 濫 被

害 の 検

証・予 測 に

用 い ら れ

る 。こ こ で

は 、氾 濫 流

の 運 動 を

厳 密 に 再 現 で き る 「 二 次 元 不 定 流 モ

デ ル 」 を 用 い た 。 解 析 に 必 要 な イ ン

プ ッ ト デ ー タ と し て 、堤 内 地 地 盤 高 、

氾 濫 原 粗 度 係 数 、家 屋 密 度 等 が あ る 。

図 -3 に 二 次 元 解 析 の 結 果 を 示 す 。  

 こ れ は 、 氾 濫 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と

も 呼 ば れ て お り 、 水 色 着 色 部 が 氾 濫

区 域 を 表 し 、 着 色 が 濃 い 色 ほ ど 、 浸

水 深 さ が 深 い こ と を  

表 し て い る 。  

 

3.2 解 析 結 果 か ら の 考 察  

写 真 -3 暫 定 区 間 ①  

に お け る 土 地 利 用 状 況  

写 真 -4 暫 定 区 間 ②  

に お け る 土 地 利 用 状 況  

図 -1 暫 定 対 策 を 実 施 す る 区 間 の 概 要  
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一 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、 対 象 区 間

に お け る 現 河 川 の 流 下 能 力 は 、 20 ㎥

/sec 程 度 で あ り 、1/2 年 確 率 が 43 ㎥

/sec で あ る こ と か ら 、 対 象 区 間 に お

い て は 流 下 能 力 不 足 が 顕 著 で あ る こ

と が 判 明 し た 。 こ の こ と か ら 、 対 象

区 間 に お い て 優 先 的 に 改 修 す る 必 要

性 が あ る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 対 象

区 間 の 下 流 域 に お い て は 、 概 ね 1/2

年 確 率 は 満 た し て い る こ と か ら 、 こ

れ が 暫 定 対 策 に 対 す る 一 つ の 整 備 目

標 と 考 え ら れ た 。  

二 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、 一 次 元 解

析 の 場 合 と 同 様 に 、1/2 年 確 率 で も 氾

濫 し 、 さ ら に 、 浸 水 区 域 が 下 流 へ 向

っ て 広 が る 「 拡 散 型 」 の 傾 向 に あ る

こ と が 判 明 し た 。  

 

4.暫 定 対 策 の 治 水 安 全 度  

 現 況 河 川 の 治 水 安 全 度 を 踏 ま え 、

最 も 流 下 能 力 が 不 足 し て い る 対 象 区

間 の 暫 定 対 策 に つ い て 、CASE1～ CASE 

3 ま で を 検 討 し た 。次 に 示 す 方 法 を 暫

定 対 策 の 基 本 方 針 に し た 。  

(1)嵩 上 工  

左 岸 側 の 町 道 の 車 両 用 防 護 柵 を 利

用 し て 「 横 矢 板 」 を 設 置 す る こ と に

よ る 嵩 上 げ に よ っ て 、 流 下 能 力 の 向

上 を 図 る こ と と し た 。 同 様 に 、 右 岸

は 左 岸 と 同 程 度 の 高 さ ま で の 築 堤 で

嵩 上 げ し 、 流 下 能 力 の 向 上 を 図 る こ

と と し た 。  

 

(2)暫 定 掘 削  

 右 岸 側 を 掘 削 し 、 河 道 の 拡 幅 に よ

っ て 流 下 能 力 の 向 上 を 図 る 方 法 で あ

り 、 用 地 買 収 さ れ た 暫 定 区 間 ② に お

い て 限 定 さ れ る 対 策 で あ る (以 下 、暫

定 掘 削 と い う )。暫 定 掘 削 は 、完 成 形

の 護 岸 前 面 ま で と し 、 手 戻 が 無 い よ

う に 配 慮 し た 。  

 上 記 の 基 本 方 針 を 組 み 合 せ て 、 効

果 的 な 暫 定 対 策 を 検 討 し た 。以 下 に 、

暫 定 対 策 の 各 ケ ー ス の 概 要 、 そ の 効

果 お よ び 考 察 を 述 べ る 。  

 

4.1 暫 定 対 策  CASE 1 

(1)対 策 概 要  

CASE1 は 対 象 区 間 全 域 に お い て 流

下 能 力 の 向 上 を 図 っ た 。  

具 体 的 に は 、 暫 定 区 間 ① に お い て

は 、 ｢嵩 上 工 ｣に よ り 、 暫 定 区 間 ② に

お い て は 、｢嵩 上 工 +暫 定 掘 削 ｣と し た 。

図 -4 に 平 面 計 画 の 概 要 を 、図 -5 に 横

断 計 画 の 概 要 を 示 す 。  
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(2)解 析 結 果 お よ び 考 察  

図 -6 に 一 次 元 解 析 の 結 果 を 、 図 -7

に 二 次 元 解 析 の 結 果 を 示 す 。 二 次 元

解 析 に お い て は 、 現 況 河 川 の 場 合 と

比 較 す る た め 、 現 況 河 川 に お け る 浸

水 範 囲 を 赤 線 で 表 現 し た 。  

図 -4 平 面 計 画 の 概 要 (CA S E 1 )  

図 -5  横 断 計 画 の 概 要 (CA S E 1 )  



 

図 -10  一 次 元 解 析 の 結 果 (CA S E 2 )  

    

     

 

一 次 元 解 析 の 結 果 よ り 暫 定 区 間 ①

で は 、既 設 橋 梁 A～ C(以 下 、既 設 橋 梁

と い う )箇 所 に お い て 、流 下 能 力 が 24

㎥ /sec 程 度 で 極 端 に 不 足 し て い る こ

と が 判 明 し た 。 既 設 橋 梁 が 河 積 を 阻

害 し い て い る こ と が 原 因 で あ る と 考

え た 。 一 方 で 、 暫 定 区 間 ② で は 、 対

策 の 効 果 に よ り 1/2 年 確 率 を 大 幅 に

上 回 る 流 下 能 力 が 得 ら れ た 。  

二 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、 現 況 河 川

の 場 合 に 比 べ 、 浸 水 区 域 が 縮 小 し 、

1/2 年 確 率 で は 河 川 全 般 に 対 策 の 効

果 が 得 ら れ た 。 し か し 、 下 流 域 の 一

部 に 新 た な 浸 水 区 域 が 約 29,000 ㎡ も

広 が る こ と が 判 明 し た 。  

両 者 の 解 析 結 果 を 総 合 的 に 評 価 す

る と 、 暫 定 対 策 に よ っ て 、 流 下 能 力

は 向 上 し 浸 水 区 域 の 縮 小 は あ っ た も

の の 、 既 設 橋 梁 の 河 積 阻 害 や 、 暫 定

区 間 ② に お け る 極 端 な 流 下 能 力 の 向

上 が 、 一 部 に 浸 水 区 域 の 広 が り と い

う 悪 影 響 を 与 え た と 考 え ら れ た 。  

 

4.2 暫 定 対 策 CASE2 

(1)対 策 概 要  

CASE2 は 、CASE1 に お い て 既 設 橋 梁

を 撤 去 す る こ と で 、 流 下 能 力 の 向 上

を 図 っ た 。  

具 体 的 に は 、 暫 定 区 間 ① に お い て

は ｢嵩 上 工 +橋 梁 撤 去 ｣に よ り 、暫 定 区

間 ② に お い て は 、 「 嵩 上 工 +暫 定 掘

削 」 と し た 。  

図 -8 に 平 面 計 画 の 概 要 を 、図 -9 に

横 断 計 画 の 概 要 を 示 す 。  
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(2)解 析 結 果 お よ び 考 察  

図 -10 に 一 次 元 解 析 の 結 果 を 、 図  

-11 に 二 次 元 解 析 の 結 果 を 示 す 。  

 

 

CASE1 と 同 様 、二 次 元 解 析 に お い て

は 、現 況 河 川 の 場 合 と 比 較 す る た め 、

現 況 河 川 に お け る 浸 水 範 囲 を 赤 線 で

図 -6 一 次 元 解 析 の 結 果 (CA S E 1 )  

図 -7  二 次 元 解 析 の 結 果 (CA S E 1 )  

図 -8  平 面 計 画 の 概 要 (CA S E 2 )  

図 -9  横 断 計 画 の 概 要 (CA S E 2 )  

国
道
橋

Ｃ
Ｃ

既
設
橋

梁
A

既
設
橋

梁
B

既
設
橋

梁
B

Ａ
Ａ Ｂ

町　道

現況河川

流向

Ｂ

ガソリンスタンド

嵩上工
(築堤)

暫定掘削 撤　去
既設BOX

(横矢板)

嵩上工

Ｎ

国
　

道

工
場

前
B
O
X

G
S
前

B
O
X

工　　場

対策:嵩上工 + 暫定掘削

民家A 民家B 民家C

暫定区間① 暫定区間②

対象区間　L=760.0m

対策:嵩上工+橋梁撤去



 

1:
2

A-A

C-C

B-B

改修計画護岸
現況河川

改修計画護岸
現況河川

現況河川

既設橋梁

嵩上工
(築堤)

改修計画護岸

※水色着色部は通水断面を表す。

LC

LC

LC

1:2.0

表 現 し た 。  

  

 

一 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、 既 設 橋 梁

を 撤 去 す る こ と に よ っ て 、CASE1 に 比

べ 、 流 下 能 力 の 向 上 と 平 準 化 が 図 ら

れ る こ と が 判 明 し た 。 こ れ に よ り 、

対 象 区 間 に お い て 概 ね 1/2 年 確 率 43

㎥ /sec 以 上 の 流 下 能 力 が 得 ら れ た 。  

二 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、1/2 年 確 率

で は 氾 濫 を 抑 制 す る こ と が で き 、 暫

定 対 策 に よ る 効 果 が 得 ら れ る こ と が

判 明 し た 。  

両 者 の 解 析 結 果 を 総 合 的 に 評 価 す

る と 、 暫 定 対 策 CASE2 は 、 治 水 対 策

の う え で は 、 有 効 な 暫 定 対 策 と 考 え

た 。CASE2 の 暫 定 対 策 を 実 現 す る た め

に は 、 既 設 橋 梁 の 撤 去 に 伴 う 代 替 施

設 が 必 要 と な る 。 そ の 一 つ に 仮 橋 が

考 え ら れ た 。 し か し な が ら 、 一 定 の

流 下 能 力 を 確 保 す る た め に は 、 橋 梁

の 計 画 高 は 高 い 位 置 で な け れ ば な ら

ず 、 隣 接 し て い る 町 道 へ の 影 響 が 大

き い た め 、 周 辺 の 利 用 の 面 か ら 問 題

で あ っ た 。  

 

4.3 暫 定 対 策 CASE3 

(1)対 策 概 要  

 CASE3 は 、CASE2 の 問 題 点 を ふ ま え 、

最 も 実 現 可 能 な 暫 定 掘 削 が 治 水 対 策

の う え で 、 ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す

か を 予 測 す る た め に 実 施 し た 。  

具 体 的 に は 、 暫 定 区 間 ① で は 対 策

を 行 わ ず 、 暫 定 区 間 ② に お い て は 、

暫 定 掘 削 の 範 囲 を 絞 込 み 、 さ ら に 嵩

上 工 は 、 右 岸 側 の み を 左 岸 天 端 高 に

合 わ せ た 。図 -12 に 平 面 計 画 の 概 要 を 、

図 -13 に 横 断 計 画 の 概 要 を 示 す 。  
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 (2)解 析 結 果 お よ び 考 察  

図 -14 に 一 次 元 解 析 の 結 果 を 、 図

-15 に 二 次 元 解 析 の 結 果 を 示 す 。

CASE1,2 と 同 様 に 、二 次 元 解 析 に お い

て は 、 現 況 河 川 の 場 合 と 比 較 す る た

め 、 現 況 河 川 に お け る 浸 水 範 囲 を 赤

線 で 表 現 し た 。  

   

 

一 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、 暫 定 区 間

② の 一 部 に お い て 、 現 況 河 川 の 場 合

よ り 流 下 能 力 が 60 ㎥ /sec と な り 、極

端 に 向 上 す る が 、そ の 一 部 以 外 は 1/2

年 確 率 43 ㎥ /sec も 満 足 し な い こ と

が 判 明 し た 。  

図 -11  二 次 元 解 析 の 結 果 (CA S E 2 )  

図 -1 4  一 次 元 解 析 結 果 (CA S E 3 )  

図 -1 3  横 断 計 画 の 概 要 (CA S E 3 )  

図 -1 2  平 面 計 画 の 概 要 (CA S E 3）  



 

    

 

二 次 元 解 析 の 結 果 よ り 、 氾 濫 は 左

岸 側 が 主 体 に な っ て お り 、 さ ら に 、

下 流 域 に お い て は 現 況 河 川 の 場 合 よ

り 40,000 ㎡ も 広 が る こ と が 判 明 し た 。 

両 者 の 結 果 を 総 合 的 に 評 価 す る と 、

右 岸 側 の 嵩 上 工 に よ り 、 右 岸 側 へ の

氾 濫 を 抑 え る こ と が で き る も の の 、

左 岸 側 は 現 状 の ま ま で あ る こ と が 、

左 岸 側 へ の 氾 濫 を 促 進 さ せ る と 考 え

ら れ る 。 ま た 、 暫 定 区 間 ② の 一 部 に

お け る 流 下 能 力 の 極 端 な 向 上 が 、 下

流 域 へ の 氾 濫 の 原 因 と 考 え ら れ た 。  

 

5.詳 細 設 計 へ の 対 応  

 CASE1～ CASE3 ま で の 解 析 結 果 に つ

い て ま と め る と 、 次 の よ う な こ と が

言 え る 。  

① CASE1 の 解 析 結 果 よ り 、既 設 橋 梁

を 除 く 対 象 区 間 に わ た る 流 下 能 力 の

向 上 は 、 氾 濫 の 縮 小 と い う 一 定 の 効

果 を 得 る こ と が で き る も の の 、 既 設

橋 梁 の 阻 害 に よ り 、 下 流 域 へ の 一 部

に 新 た な 浸 水 を 招 い て い る 。  

② CASE2 の 解 析 結 果 よ り 、既 設 橋 梁

を 含 む 対 象 区 間 に わ た る 流 下 能 力 の

向 上 は 、 流 下 能 力 の 一 定 の 平 準 化 が

得 ら れ た こ と に よ り 、 氾 濫 も 抑 制 す

る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 既

設 橋 梁 撤 去 に 伴 う 代 替 施 設 が 必 要 で

あ り 、 そ の 利 用 も 隣 接 し て い る 町 道

へ の 影 響 が 大 き い 。  

③ CASE3 の 解 析 結 果 よ り 、対 象 区 間

の 一 部 に 限 定 し た 流 下 能 力 の 向 上 は 、

右 岸 側 へ の 氾

濫 を 抑 制 す る

効 果 が 得

ら れ る も

の の 、 左

岸 側 へ の 氾 濫 を 招 き 、 さ ら に 、 下 流

域 へ の 氾 濫 の 拡 散 を 招 い て い る 。  

こ れ ら の 解 析 結 果 に 対 す る 考 察 を

踏 ま え 、詳 細 設

計 に 向 け て 、図

-16  に 示 す よ

う な 標 準 断 面

を 提 案

し た 。こ

れ は 、 こ れ ま で の 流 下 能 力 の 向 上 に

よ る 暫 定 対 策 で は な く 、 貯 水 機 能 を

得 る こ と に よ っ て 対 応 す る も の で あ

る 。 当 該 箇 所 で は 、 用 地 取 得 さ れ た

範 囲 の 中 で 、約 9000 ㎥ の 貯 水 が 可 能

と な っ た 。 写 真 -5 に そ の 整 備 状 況 を

示 す 。  

 

6. お わ り に  

 河 川 改 修 に お い て は 、 治 水 面 か ら

は 、下 流 か ら の 改 修 が 効 果 的 で あ り 、

安 全 性 も 高 い 。 た だ し 、 今 回 の 事 例

の よ う に 、 中 流 部 に お い て 流 下 能 力

が 特 に 低 い 場 合 も あ る 。 そ の 場 合 に

は 氾 濫 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 を 踏

ま え て 、 適 切 な 流 下 能 力 の バ ラ ン ス

配 分 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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図 -15  二 次 元 解 析 結 果 (CA S E 3 )  

図 -16  詳 細 設 計 に お け る 標

準断面図 
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写 真 -5 暫 定 対 策 の 整 備 状 況  


